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世界を見る眼 
【特集】クルド問題についての緊急レポート 
特集にあたって 
今井 宏平 Kouhei Imai 
2017 年 10 月 
中東地域におけるクルド人の存在感はここ最近、
急速に高まっている。もちろん、クルド人はイラ
クやトルコにおいてこれまでも重要なアクターで
あった。しかし、2014 年の「イスラーム国」台頭
以降、シリアとイラクにおいてクルド人は対「イ
スラーム国」の最も効果的な対抗勢力として国際
社会から認知、支援を受けたことで、アメリカ、さ
らにロシアといった超大国から重宝されるように
なった。現在もシリアのクルド人勢力は、ラッカ
とデリゾールの対「イスラーム国」戦で主力とし
て戦っている。 
イラク、イラン、シリア、トルコに跨って暮らす
クルド人は国を持たない民族として知られている。
そのため、クルド国家の建設が悲願とされてきた。
4 カ国のクルド人居住地域からなる国家が理想と
されるが、イデオロギー、宗派、言語が異なり、さ
らに非常に細かく分類できてしまうクルド人をま
とめるのはほぼ不可能である。そうなると、各国
のクルド人が個別に国を作るというアプローチの
方が現実的である。国際社会での存在感が増すと
日に日に悲願である国家の設立に向けた動きも顕
在化するようになった。その代表的な動きが、今
年 9 月 25 日のクルド地域政府（KRG）による住
民投票である。 
アメリカや周辺国のイランやトルコが反対した
にもかかわらず、KRG が国民投票を強行したのは、
「イスラーム国」という脅威があることで自分た
ちの正統性が高くなったのは良いが、それが「時
限的」であることを認識しており、独立の是非を
問うのは今しかないという焦りである。もちろん、
今回の住民投票が即独立を意味するわけではない
が、投票結果は国際世論やイラク中央政府に対し
て効果を発揮する。一方で、周辺の関係各国、イラ
ンやトルコはこうしたクルドの動きをけん制する。
自国に住むクルド人が同様の動きを見せることを
嫌うためである。このように、クルド問題は悪化
している中東の秩序をさらに不安定にさせる可能
性も秘めている。 
アジア経済研究所は 2015 年からクルド問題に
関する研究会（政策提言研究「中東地域の政治的
安定に果たすクルド問題の位置づけ」）を立ち上げ、
その動向を注視してきた。本レポートは、クルド
問題と密接に関わる地域を研究対象としているア
ジア経済研究所の中東地域の専門家による時事レ
ポートである。今井レポートはトルコ政府と KRG
との関係について論じている。間レポートはトル
コの非合法武装組織、クルディスタン労働者党
（PKK）が北イラクの住民投票をどのようにみた
のかを扱っている。鈴木レポートはイランのクル
ド人の歴史を概観したうえで、イラン政府が住民
投票をどのようにみたのかを論じている。ダルウ
ィッシュ論文（英語）は、「イスラーム国」の出現
後、その存在価値を高めている民主統一党（PYD）
についてまとめている。 
事態は非常に流動的である。各執筆者が本レポ
ートを脱稿した後も、イラク軍が実質的に KRG の
支配下にあったキルクークに侵攻し、制圧するな
どの動きが出ている。本レポートは最新の状況を
追っているわけではない。ただし、各国および各
アクターの基本的な視座を理解することを目的に
書かれているので、今後の流動的な状況を把握す
るうえでも一助になるのではないかと考えている。 
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クルド人の分布 
 
イラク 
 イラクの総人口（約 3900 万人）の 15~20%、585~780 万人。 
 最北部のドホーク県、 エルビール県、スレイマーニーヤ県を中心に、キルクーク県、ニーナワ県、
ディヤーラ県、 バグダード県などに多く居住。 
トルコ 
 トルコの総人口（約 8000 万人）の 19%、1500 万人。 
 ディヤルバクルを中心としたトルコの南東部や東部の諸都市を中心に多く居住。また、イスタンブル
やアンカラといった大都市に移住した者も多い。 
シリア 
 総人口（1800 万人）の 7~10%、約 126 万人から 180 万人。 
 シリア北部のハサカ県、アレッポ県、イドリヴ県などに多く居住。 
イラン 
 総人口（8200 万人）の 7~10%、約 560~820 万人。 
 イラン北西部、イラク国境に近いクルディスタン州、イーラーム州、ケルマーンシャー州、西アゼル
バイジャン州などに多い。 
参照 
 CIA World Factbook. 
 平成 26 年度外務省外交・安全保障調査研究事業（総合事業）『グローバル戦略課題としての中東―
2030 年の見通しと対応』。 
 
クルド系組織の略語一覧 
 
 KCD（Kongreya Civaka Demokratîk／Democratic Society Congress） 
民主社会会議（トルコ） 
 KCK（Koma Civaken Kurdistan／Kurdistan Communities Union） 
クルディスタン共同体同盟（トルコ） 
 KDP（Partiya Demokrat a Kurdistanê／Kurdistan Democratic Party） 
クルディスタン民主党（イラク） 
 KDPI（Hîzbî Dêmukratî Kurdistanî Êran／Kurdistan Democratic Party of Iran） 
イラン・クルディスタン民主党（イラン） 
 KNC（Encûmena Niştimanî ya Kurdî li Sûriyê／Kurdish National Council） 
クルド国民評議会（シリア） 
 KRG（Ḥukūmat ʾIqlīm Kurdistān／Kurdistan Regional Government） 
クルディスタン地域政府（イラク） 
 PKK（Partiye Karkeran Kürdistan／Kurdistan Worker’s Party） 
クルディスタン労働者党（トルコ） 
 PUK（Yekêtiy Niştîmaniy Kurdistan／Patriotic Union of Kurdistan） 
クルディスタン愛国者連合（イラク） 
 PYD（Partiya Yetkitiya Demokrat／Democratic Union Party） 
民主統一党（シリア） 
 SDF（Hêzên Sûriya Demokratîk／Syrian Democratic Forces） 
シリア民主軍（シリア） 
 TAK（Teyrêbazên Azadiya Kurdistan／Kurdistan Freedom Hawks） 
クルディスタン解放の鷹（トルコ） 
 YPG（Yekîneyên Parastina Gel／People's Protection Units） 
人民防衛隊（シリア） 
